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要 旨   

 

腸内微生物叢は、循環系に拡散する微生物代謝産物を通じて、腸管外の遠位組織や

臓器に代謝作用を及ぼす。腸管恒常性の乱れは微生物代謝産物の変化を引き起こ

し、血漿代謝物プロファイルの変動の半分以上は腸内微生物叢によって説明でき

る。 エタノールはほぼ全ての個体の腸管で産生される主要な微生物代謝産物である

が、その過剰産生は代謝機能障害関連脂肪性肝疾患や自己醸造症候群といった病態

と関連する。これらは肝臓のエタノール代謝能力が追い越される状態である。 本レ

ビューでは、腸管における過剰なエタノール産生の基盤となるメカニズムと、エタ

ノールの肝臓および宿主代謝への病原性効果を媒介するエタノール分解の役割につ

いて述べる。最後に、腸内細菌による過剰なエタノール産生を標的とするアプロー

チについて述べる。 
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